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【目的】
認知症患者は言語障害、特に書字障害を示すが、書宇には認知機能低下の影響と、言語環境の影
響があると考えられる。本研究は、認知症の書字障害における認知機能低下の影響と、言語環境の
影響を明らかにすることを目的に、日本の地域在住高齢者とブラジル高齢者移民のデータベースを
用いて後方視的に比較を行ったものである。
【方法】
認知機能低下の影響は、田尻プロジェクト(現・大崎一回尻プロジェクト)・ 1998 年有病率調査
の対象者 625 名、ブラジル高齢者移民は 1997 年調査の対象者 327 名を臨床的認知症尺度 (Clinical
Dementia Rating : CDR) に基づき健常 (CDR 0) 、軽度認知障害 (Mild Cognitive Impairment : 
MCI) (CDR 0.5) 、認知症 (CDR 1+) 群に分類し、 Mini-Mental State Examination (MMSE) の
自由書字課題、 CognitiveAbilities Screening Instrument (CASI)の書き取り課題の文字数、形態
の誤り、運用の誤りをそれぞれ CDR で比較した。形態の誤りとは、文字形態の崩れ、線の脱落、線
の付加などで本来の文字とは異なる形態になってしまった状態である。運用の誤りとは、文字の省
略や置換、付加などで綴りを誤った状態である。
言語環境の影響は、文字数、形態の誤り、運用の誤りを日本在住高齢者とブラジル高齢者移民で、比
較した。
【結果】
その結果、 CDR 比較において日本在住高齢者群とブラジル高齢者移民群の両群で、漢字形態の誤り
が健常群に比べ MCI で、多かった。これは認知機能低下の影響が関係していると思われる。日本在住
高齢者群とブラジル高齢者移民群との比較では、 CDR 各群で仮名の形態誤りがブラジルで、日本より
も多かった。これは言語環境の変化の影響が関係していると思われる。認知症群において、ブラジ
ルで、文字を省略する誤りが多く、漢字の新造文字がみられた。これは認知機能低下と言語環境の変
化が影響していると思われた。
【結論】
認知症の書字障害における認知機能低下の影響は、漢字の形態の誤りである事が示唆された。ブ
ラジル移民における言語環境の変化の影響は、日本在住高齢者群でほとんど認められなかった仮名
の形態の誤りであり、認知機能低下と言語環境変化の両方の影響は書き取りにおける文字の省略と
漢字の新造文字であることが示唆された。
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認知症患者は言語障害、特に書字障害を示すが、書字には認知機能低下の影響と、言語環境の影響があると
考えられる。本研究は、認知症の書字障害における認知機能低下の影響と、言語環境の影響を明らかにするこ
とを目的に、日本の地域在住高齢者とブラジル高齢者移民のデータベースを用いて後方視的に比較を行ったも
のである。ブラジル高齢者移民とは、日本で生まれて幼少期に日本語の初等教育を受け、その後歴史的な経緯の
ために両親と共にブラジルへ移民し、異なる言語環境に適応せざるを得なかった方々である。
方法として認知機能低下の影響は、田尻プロジェクト(現・大崎一田尻プロジェクト)・ 1998 年有病率調査
の対象者 625 名、ブラジル高齢者移民は 1997 年調査の対象者 327 名を臨床的認知症尺度 (ClinicalDementia 
Rating : CDR) に基づき健常 (CDR 0) 、軽度認知障害 (MildCognitive Impairment: MCI) (CDR 0.5) 、
認知症 (CDR 1+) 群に分類し、 Mini-MentalState Examination (MMSE) の自由書字課題、 CognitiveAbilities 
Screening Instrument (CASI)の書き取り課題の文字数、形態の誤り、運用の誤りをそれぞれ CDR で比較
した。形態の誤りとは、文字形態の崩れ、線の脱落、線の付加などで本来の文字とは異なる形態になってしま
った状態である。運用の誤りとは、文字の省略や置換、付加などで綴りを誤った状態である。言語環境の影響
は、文字数、形態、の誤り、運用の誤りを日本在住高齢者とブラジル高齢者移民で比較した。
その結果、 CDR 比較では、日本在住高齢者群とブラジル高齢者移民群の両群で漢字形態の誤りが健常群に
比べ MCI で多かった。日本在住高齢者群とブラジル高齢者移民群との比較では、 CDR 各群で仮名の形態、誤り
がブラジルで日本よりも多かった。前者は認知機能低下の影響が関係しているとし、後者は言語環境の変化の
影響が関係しているとした。そして、認知症群において、ブラジルで日本より文字を省略する誤りが多く、漢
字の新造文字がみられた。これは認知機能低下と言語環境の変化の両方が影響しているとした。
結論として、認知症の書字障害における認知機能低下の影響は、漢字の形態の誤りであり、ブラジル移民に
おける言語環境の変化の影響は、日本在住高齢者群でほとんど認められなかった仮名の形態の誤りである。そ
して、認知機能低下と言語環境変化の両方の影響は書き取りにおける文字の省略と漢字の新造文字であると述
べている。
本研究は認知症の進行過程における書字障害を日本人高齢者とブラジル日本人移民を比較した研究で
あり、独創性・新規性が高い。漢字と仮名における書字障害の文化による影響の解明に寄与するところ
が少なくない。また、ブラジル高齢者移民の初期の認知症の特徴を示すものとして、認知症の早期発見
の一助になる可能性がある。
よって，本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める。
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